
近畿中部防衛局主催・第２１回防衛セミナー（富山市）議事録 

 

日 時：平成２５年３月１３日（水）１８３０～２０４５ 

場 所：富山市民プラザ アンサンブルホール（富山県富山市） 

講 師：防衛研究所地域研究部北東アジア研究室主任研究官 阿久津 博康 氏 

    防衛研究所地域研究部米欧ロシア研究室長     兵頭  慎治 氏 

    自衛隊富山地方協力本部長・１等陸佐              小林  俊也 氏 

議事概要： 

 

【司会】 

 皆様、こんばんは。本日は、あいにくのお天気、また、平日の夜間にもかかわりませず、

ご来場いただきまして誠にありがとうございます。 

  開会に先立ちまして、若干の説明とお願いを申し上げます。 

  ただいま、お座りのとおり、お席に結構余裕がございます。お荷物を横に置いていただ

いても結構でございますが、くれぐれも貴重品にはご注意下さい。 

 講演中、身体の不調を覚えたら、回りに係の者がおりますので、お伝え下さい。お願い

申し上げます。 

  携帯電話をお持ちの方、誠に申し訳ございませんが、マナーモードにしていただくか、

電源を切っていただきたく、お願い申し上げます。また、通話はお席ではなく、会場の外

に出てしていただくようお願い申し上げます。 

  講演中の録音、それから写真撮影、これについては、誠に申し訳ございませんが、お差

し控え下さい。メモやノートを取ることは結構でございます。 

  なお、私どもの係員が広報活動のため、講演の様子、それから会場内外の模様を適宜撮

影させていただきます。これは後日、私どものホームページ、それから広報誌に掲載する

予定のものでございます。その際、ご来場のお客様のお姿が一部写る可能性がございます

が、特定のお客様を対象にクローズアップして撮影するようなことはございませんのでご

了承をお願いいたします。 

  それでは、入口で資料をお渡ししていると思いますが、中の確認をお願いいたします。 

  まず、プログラム、本日講演していただく講師の略歴、私ども近畿中部防衛局の業務な

どを紹介している近畿中部防衛局のパンフレット、それから、同じく近畿中部防衛局の広

報誌、それと最後にアンケート用紙が入ってございます。資料が揃っていない方がおられ

ましたら、申し訳ございませんが、お手を挙げていただきたく思います。 

  今、最後に申しましたアンケート用紙でございますが、講演終了後、ご記入いただきま

して、係の者、若しくは、回収箱を用意しておりますので、そちらの方にお入れ下さいま

すようお願い申し上げます。 

  それから、講演終了後に質疑応答の時間を、若干ではございますが、設けております。 

  本日の講演に関しまして、講師の方に是非とも聞いてみたいという質問等ございました

ら、ご遠慮なく質問をお願いいたします。なお、申し訳ございませんが、質問の内容につ

きましては、本日の講演に関するもの、これに限定させていただきたいと思います。 
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 それでは、ただいまから、近畿中部防衛局主催・第２１回防衛セミナー「富山で安全保

障を考える」を始めさせていただきます。 

 まず、主催者を代表いたしまして、近畿中部防衛局次長・辻秀夫よりご挨拶を申し上げ

させていただきます。 

 

【近畿中部防衛局次長】 

  ただいま、司会者がご紹介申し上げました近畿中部防衛局次長の辻と申します。 

 本日は、近畿中部防衛局主催・第２１回防衛セミナーにかように大勢の方々にお足元の

悪い中お越しいただきまして、誠にありがとうございます。主催者を代表しまして心より

御礼申し上げます。 

 さて、今回の防衛セミナーでございますが、当近畿中部防衛局は、大阪に所在していま

す防衛省の地方支分部局、いわゆる出先機関でございます。通常は防衛施設、駐屯地、飛

行場等の建設や周辺の住民や自治体の方々との調整、いわゆる基地対策、そういった諸々

の行政を担当しておりますが、平成１９年度から組織改編に伴いまして、地域の方々に防

衛や安全保障といった問題について幅広く知っていただく、理解を深めていただくための

広報活動を行うようにしております。 

 爾来、各地でこのような防衛セミナーを開催しておりまして、今まで２０回開催いたし

ました。 

 私どもの管轄範囲は、近畿、中部、北陸の２府１０県に及びます。今までは主として、

関西地域あるいは東海地域でこういったセミナーを開催してまいりましたが、今般、北朝

鮮をめぐる様々な情勢の推移、あるいは、東アジア全般の安全保障環境の変容といった状

況を踏まえまして、大陸に向き合う、そして日本海を挟んで朝鮮半島や東アジア地域と真

正面に対峙する北陸の地域、富山の地域で開催をしようということで、初めて、今回２１

回目にして北陸富山の地で開催をさせていただくことになりました。 

 今回、富山で開催するにあたりましては、富山県の皆様方の幅広いご関心に応えるべく、

「富山で安全保障を考える」という大きなテーマのもと、富山から見た環日本海の国際情

勢、それから自衛隊の取り組みという大きな２本柱で講師をお招きしまして、講演をして

いただくことにいたしました。 

 ご講演いただくのは、防衛省のシンクタンクである防衛研究所におられます、大変見識

豊かな、また、実績も豊富なお二人の先生方、朝鮮半島関係を中心に専門にされておられ

ます阿久津先生、また、ロシアを専門にしておられます兵頭先生をお招きいたしました。

また、自衛隊の取り組みというところでは、ここ富山県に所在します自衛隊の部隊機関の

最高位でいらっしゃいます富山地方協力本部長の小林１佐をお招きしまして、まさに富山

にお住まいで、富山で業務をされておられる観点から自衛隊の取り組みを語っていただく

ということにいたしました。 

 ２時間ばかりの非常に限られた時間でございますけれども、先生方から熱のこもった講

演をいただけるものと思います。 

 本日ご来場の方々におかれましては、本日の講演をお聴きになって、より一層、防衛や

安全保障の問題について、ご理解を深めていただき、今後のご参考としていだだければ、
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これに次ぐ喜びはございません。どうぞ、じっくりとお聴きいただければありがたいと存

じます。 

 また、本日のセミナーの開会にあたりましては、地元富山県、富山市、その他関係自治

体、それから各種公共機関、交通機関、あるいは経済団体等、また、大学など教育機関に

も幅広くご協力を仰ぎ、快くご支援・ご協力をいただいたことに、この場を借りまして、

深く感謝を申し上げまして私の挨拶とさせていただきます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【司会】 

  近畿中部防衛局次長からご挨拶をさせていただきました。 

  申し遅れましたが、私、本日の司会進行を担当いたします近畿中部防衛局企画部地方調

整課長の小山と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

  それでは、第２１回近畿中部防衛局防衛セミナー「富山で安全保障を考える」第１部「富

山から見た環日本海の国際情勢等」に入らせていただきます。 

  最初に、防衛省防衛研究所地域研究部北東アジア研究室の阿久津博康主任研究官に講演

していただきます。 

  ここで、講師のご経歴を、誠に簡単で失礼ではございますが、紹介させていただきます。 

 阿久津主任研究官は、１９９４年慶應義塾大学法学部政治学科をご卒業、１９９６年同大

学大学院修士課程を修了されまして、韓国延世大学韓国語学堂に留学、また、韓国新亜細

亜秩序研究所客員研究員となられました。その後、オーストラリア国立大学大学院博士課

程を修了され、政治学・国際関係学博士号を取得され、英国王立統合軍安全保障研究所客

員研究員をお勤めになられ、現在は、最初に申し上げました北東アジア研究室主任研究官

として活躍されておられます。 

 このようなご経歴をお持ちの阿久津先生に、本日は、最近の朝鮮半島情勢、指導者の交

代がありました韓国、北朝鮮の今後の動向などについて「最近の朝鮮半島情勢：指導者交

代を中心に」と題しまして、お話いただきます。 

  皆様、どうぞ先生のご講演をじっくりとお聴きください。 

 それでは、阿久津先生、お願いいたします。 

 

【防衛省防衛研究所地域研究部北東アジア研究室主任研究官 阿久津 博康 氏】 

  皆さん、こんばんは。ただいま、ご紹介いただきました阿久津です。本日はよろしくお

願いいたします。 

  実は、私はこちらに来る前に、昨日は岐阜の各務原という所で、全く同じテーマでお話

をさせていただきました。岐阜の各務原市の皆さんは日本の安全保障問題について、極め

て意識の高い方ばかりで、若干、北朝鮮に関心のある方が多くて、本日、用意させていた

だいたテーマは、北朝鮮と韓国ということですけど、話しているうちに熱が入ってしまっ

て、北の方に若干時間が取られるかもしれませんが、４０分という限られた中で、南北な

るべくバランスがとれる形でお話したいと思いますのでよろしくお願いします。 

  今、司会者の方からも言及がありましたが、朝鮮半島は今非常に緊張が高まっておりま
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す。これは、約２０年前の米朝のいわゆる第１次核危機、これに非常に似た展開を見せて

おります。これは、北朝鮮がなかなか降りない、どんどん事態をエスカレートさせるよう

な雰囲気で、非常に緊迫が高まっているかと思います。ただ、これはメディアのせいもあ

りまして、もう少しで戦争だ、みたいな言い方をしていますが、現在のところ、北朝鮮の

戦争態勢、警戒態勢のレベルでいうと、６段階ぐらいまでありますが、３段階目ぐらいで、

まだまだ、それほど緊迫はしていないということだろうと思います。 

  私が得た情報によると、北朝鮮の首都である平壌は至って平静だということなので、メ

ディアだけが煽っているという部分が有ることは歪めないかと思います。 

 いずれにしましても、私が今日お話するテーマは、北朝鮮で金正恩（キム・ジョンウン）

氏が、父親の金正日（キム・ジョンイル）氏が２０１１年１２月に亡くなって以降、北朝

鮮の体制を継承し、正式に金正恩体制が発足したのが、昨年、２０１２年４月ですが、ほ

ぼ１年です。来月４月で１年を迎えますが、この約１年の動向。そして、先月２月に正式

に発足したばかりの韓国の朴槿恵（パク・クネ）政権、これが、どういう政策構想を持っ

ているのか、北朝鮮に対してどういう政策を展開しようとしているのか。そして前政権で

悪化した日韓関係をどういうふうに改善させていこうと考えているのか。その点について、

お話していければと思います。 

 まず北朝鮮ですが、核保有国の立場を強化しようとしている。この核保有国としての立

場を強化するというのは、父親の代からの「遺訓」、これをまさに継承して、それをさら

に推し進めようと、そういう方法であるわけです。 

 ここでカギ括弧付きの核保有国としたのは、我が国が北朝鮮を核保有国と認めていない

こともありますし、北朝鮮が実際にどれくらいの核能力を持っているかということについ

ては、実は、明らかになっていないということがあります。 

 北朝鮮は、自らが核兵器を持っているという演出をするわけです。これは、どういう形

で行われてきたかといいますと、皆さんも報道でよくご存知だと思いますが、北朝鮮は核

実験を、この前行われたものも含めて計３回行っております。それはすべて、弾道ミサイ

ルを発射して核実験を行うという形で行っておりまして、２００６年と２００９年、そし

て今年２月１２日に行いました。 

 実は、１９９８年にやはり長距離弾道ミサイル・テポドン１号というのを発射しました。

この時は、皆さんのご記憶にもあるかと思いますけども、日本の上空を通過していったわ

けです。実は、あまり注目されないのですが、１９９３年にも北朝鮮はミサイル実験を行

っていまして、この時発射されたミサイルは、テポドンというミサイルではなくて、ノド

ンというミサイルでした。このノドンミサイルというのは、実は、日本を標的にしたミサ

イルです。これもマスコミのせいもあるのでしょうが、１９９３年のノドンミサイル、我

が国の安全保障にとって極めて深刻に懸念されるミサイルが発射された時には、マスコミ

はあまり取り上げずに、１９９８年のむしろアメリカを標的としたミサイルが発射された

時に大騒ぎをするという展開になりました。 

 いずれにしても、北朝鮮は金正恩氏ではなくて、金正日氏の時代から粛々とミサイルの

能力を高めよう、そして核の能力を高めようと開発を進めてきました。 

 昨年一年の経過を見てみますと、金正恩氏は父親の金正日氏が亡くなってからすぐに最
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高司令官の地位を継承しました。そして昨年の４月に、正式に国防委員会第１委員長、こ

れは北朝鮮の憲法では最高指導者として位置付けられております。そして、党。党という

のは労働党です。北朝鮮では共産党のことを労働党と呼びます。中国では共産党と呼びま

すけれども。その党の第１秘書、我が国では一般的に書記と訳しますが、北朝鮮の言語で

は秘書という言葉を使っています。これに就任して、正式に金正恩氏は北朝鮮の最高指導

者の地位を占めるわけです。そして金正日氏の遺訓を継承する。 

 ですから、昨年の４月に金正恩体制が正式に発足したわけですが、実態は金正日なき金

正日体制とでもいうべき体制でした。そして、同じ４月に北朝鮮は憲法を改正して、核保

有国としての立場を憲法の前文に明記し、これで、核保有国としての北朝鮮というのが法

的に位置付けられたということになります。 

 また、同じ４月に金正恩氏が国防委員会第１委員長に就任した祝砲を上げるべく、弾道

ミサイルの発射を行ったのですが、北朝鮮自身はこれをミサイルだとは一言も言いません。

平和利用のための地球観測衛星の打ち上げと、こういうふうに言うのですが、その打ち上

げには失敗しました。 

 この左が、昨年４月の失敗前に撮影されたものですが、これは北朝鮮自身が撮影したも

のです。ここで用いている写真は、ほとんどが北朝鮮の労働新聞、あるいは朝鮮中央通信

からのものです。今はインターネットでアクセスできるようになっています。ちなみに韓

国では北朝鮮の報道機関へのアクセスができません。日本では自由に北朝鮮のメディアの

情報にアクセスできるので、私も北朝鮮の労働新聞は毎日ウェブサイトで読んでいます。

いずれにしても、これらの写真は北朝鮮自身が撮影したものです。 

 ご記憶にあるかと思いますが、昨年４月の発射の時には、海外のメディア、日本のメデ

ィアも招待して、ミサイルを、ロケットを大々的に報道してもらおうとしました。打ち上

げ寸前までは撮影を許したのですが、いざ、打ち上げ、ミサイル発射という段になると、

撮影を一切許さなかったんです。どうして撮影が許されなかったかというと、恐らく北朝

鮮は、この段階ではこのミサイルの発射は失敗すると薄々感じていたのでしょう。ただ、

金正恩氏が最高指導者の地位に就くので、祝砲を上げないと格好がつかないということで、

政治日程を優先して上げた。ところが、失敗する可能性が高いから、失敗したところを海

外のメディアに撮影されては恥をかくということで、撮影をさせなかったということです。 

 どうして薄々失敗すると分かっていたんだということが判るかというと、実は、発射の

１０日位前に、北朝鮮は海外のメディアに対して、もしロケットが軌道を外れそうになっ

た場合には、地上からコントロールして爆発するように仕掛けがしてありますということ

を言っているわけです。ですから、軌道に乗せることができないと判断した時点で恐らく

爆発させたのだろうというふうに思います。 

 昨年の１２月には、今度は発射が成功しましたが、この時はメディアを入れなかったわ

けです。これは強行したのですが、幸運にもこの時は成功したということです。 

 元に戻りますが、昨年の２０１２年という年は、北朝鮮にとっては非常に重要な年でし

た。これはもちろん金正恩氏が最高指導者の地位に就いたというだけではありません。金

正日氏は、ほぼ突然亡くなりました。金正日時代に、北朝鮮はすでに２０１２年という年

を、これは皆さん報道でよく耳にすることと思いますが、強盛国家、強盛大国の大門を開
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く年にするんだということで、２０１２年を非常に重要な年として位置付けていました。 

 なぜ２０１２年が大事かというと、今の北朝鮮という国を創った、金正恩氏の祖父にあ

たる金日成（キム・イルソン）氏の生誕１００周年の年が２０１２年にあたるということ

で、この時に強盛国家の大門を開くのだと言っておりました。強盛大国になるのだとは言

わないんです。強盛大国になる大門を開くという言い方をしています。 

 当初は強盛大国という言い方をしていたのですが、実は２０１１年の段階から、強盛大

国ではなく、強盛国家というふうにちょっとトーンを下げました。それは自信がなかった

んだろうと思います。 

 なぜ自信がなかったかというと、北朝鮮の戦略目標と書きましたが、強盛国家の建設、

これは今申し上げたとおり、北朝鮮にとっては一大国家スローガン、大戦略と言ってもい

いと思いますが、非常に重要なスローガンであります。 

 これは、あまり報道はされないのですが、強盛国家というのは、単に強くて盛んな国家

ということではなくて、北朝鮮の中ではきちんとした意味付けがあります。少なくとも、

思想強国、軍事強国、そして経済強国という３つの側面があります。 

 思想強国というのは何かというと、要するに、皆さん報道で耳にされると思いますが、

金日成氏が主体思想というものを創った。金正日氏、金正恩氏のお父さんは、それに次ぐ

先軍思想というものを創った。指導者が独自の哲学、思想を作り上げるのだということで、

北朝鮮というのは、このように思想的に非常に明確に理論付けられた強い国である。これ

が彼らの言う思想強国ということで、昨年の憲法改正の時に、金日成氏の主体思想と金正

日氏の先軍思想を北朝鮮の二大指導思想として、明確に位置付けました。恐らく、金正恩

氏も、おじいさんとお父さんに続いて自分独自の思想を将来的に創ろうと考えていても不

思議ではないと思います。 

 これは１つの予測ですが、北朝鮮は科学技術強国ということを数年前から言いだしてい

るのですが、今回の弾道ミサイルの発射、あるいは昨年４月の弾道ミサイル発射も、先ほ

ど言いましたように、ミサイルとは一言も言わず、地球観測衛星だと言っています。です

から、衛星技術とか、宇宙、科学技術についても、北朝鮮は非常に進んだ国だということ

で、これはやはり金正恩氏自身の思い入れが非常に強いです。ということで、科学技術強

国ということを最近言いだしています。 

 元に戻りますと、思想強国のほかに軍事強国、そして経済強国という側面があるのです

が、軍事強国については、やはりアメリカの脅威を何とか除去したいということで、まず

は自らが強くならなければいけない、通常兵器だけではなく、核の次元においても強い国

にならなければいけないということで、核ミサイルをずっと開発してきたのです。 

 そして、経済強国。ここが北朝鮮にとって最大の難関です。ここが実はほとんどクリア

できていないということがあって、強盛大国という言葉から強盛国家という言葉にトーン

ダウンしたのではないかと考えられます。 

 毎年、北朝鮮は共同社説という形で、１月１日に前年の総括と今後１年の見通しを述べ

るのですが、今年は事情が違いまして、共同社説ではなく、金正恩氏自身が年頭の辞を述

べるという形で声明を発表しました。そこで、今年の目標は経済強国建設だということを

再表明しております。ですから、やはり北朝鮮にとっては、強盛国家の建設と言いながら
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も、最大の課題は経済であるということですが、これについては、楽観視をする専門家は

１人もいません。 

 またミサイルに話を戻しますが、１２月１２日に発射された弾道ミサイルは、テポドン

２の派生型と言われています。防衛省は、今年の１月２５日に、今回のミサイル発射に関

する報告書を出しまして、そこで明確に今回発射されたミサイルはテポドン２の派生型で

はないかという見解を出しています。 

 この一番右にある、これがテポドン２と言われているものですが、この射程距離が今ま

で６，０００ｋｍと言われていたのですが、今回防衛省が出した報告書では、１０，００

０ｋｍの可能性もあるということです。１０，０００ｋｍというと、実はアメリカの本土

に届くのです。というと、これは今までと次元が異なるのだろうと思われます。 

 一口に、北朝鮮が今まで弾道ミサイルの開発をしてきたと言うのですが、昨年１年の展

開を見ると、非常にスピードが速い。４月に失敗して、その時点では北朝鮮のミサイル技

術はまだまだ低いというのが一般的な評価だったのですが、１２月、すなわち１年もしな

い間に相当なレベルで技術的な修正を図るということで、北朝鮮の能力を侮れないという

ことが判り、アメリカも韓国も、北朝鮮の脅威評価を修正する方向にあります。我が国も

そういう方向にあります。 

 今までテポドンに注目してきていますが、先ほど申し上げたように、我が国にとって一

番懸念されるのが、ノドンミサイルです。射程は１，０００ｋｍから１，５００ｋｍと言

われていますが、このミサイルの一番怖いところは、テポドンミサイルは発射台が固定さ

れていますけども、ノドンミサイルは発射台が移動式と言われています。 

 この写真も北朝鮮自身が撮影したものですが、ここに出ているミサイルはノドンではあ

りません。これは新型のミサイルと言われていますが、恐らくノドンの発射台もこうした

移動式のものではないかと見られます。 

 問題は、ノドンが核弾頭を搭載して、東京を攻撃することができるのか、東京だけでは

なく、狙った所に命中させる能力があるのかどうかということですけれども、まだそこま

ではないだろうというのが大方の見方なのですが、インターナショナル・クライシス・グ

ループという欧米のシンクタンクの報告書が、２００６年に、すでにノドンが核弾頭を搭

載して東京を狙える能力があるのではないかという評価を出しています。 

 その時は、それを深刻視する専門家はいなかったのですが、今年になって今度はアメリ

カのシンクタンクであるＩＳＩＳという所が、その評価に非常に近い報告をしたので、こ

れについては注意をしておく必要があると思います。 

 １月２５日に出た防衛省の報告書でも、今回発射されたミサイルはテポドン２長距離弾

道ミサイルの派生型でありますけれども、北朝鮮がそれを開発して、かつ、核弾頭を搭載

するような能力を持つようになると、ノドンミサイルについても核弾頭を搭載できる能力

を身に付けるのもそう遠くはないという認識が示されていますので、日本としても北朝鮮

に対する評価をもっと厳しくし、防衛も強化する必要があるのだろうと思います。 

 金正恩氏はどういう人なのかということですが、就任する時には、北朝鮮のことですか

ら、非常に情報がない。専門家の間でもほとんど情報がなくて、お互い議論をしたり、情

報を突きつけあって、照合しあって、評価の相場というのをだんだん決めていくのですが、
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金正日氏、あるいはおじいさんの金日成氏と違う所は、この人は欧米で教育を受けている

ということです。スイス留学の経験があります。彼のお兄さんである金正男（キム・ジョ

ンナム）氏も語学が達者で、最近は出ませんけれども、日本のメディアでもよくインタビ

ューを受けたりしますが、英語が流暢で、もちろん朝鮮語はできるのですが、中国語もで

きる。お兄さんの金正男氏は、まだ香港とかマカオで事実上中国にかくまわれている形で

居ます。金正恩氏も欧州、スイスに留学し、妹も海外に留学している。ということで、も

しかすると、開放性があるのではないか。お父さんやおじいさんと違って、海外でもっと

開放的になって、少なくとも中国が期待するような形で改革・開放に行くのではないか。 

 実際、昨年、金正恩氏は経済強国になるというスローガンの下に、非常に開放する形で

ＡＳＥＡＮ諸国とか、東南アジア諸国との外交を活発化させたり、あるいは中国以外の国

から投資を呼び込もうとしたり、そういうことを行ったのですが、結局うまくいかない。

そもそも、こうやって核開発、ミサイル開発をやっているうちは、国際社会での支援など

とてもではないが受けられませんから、結局うまくいきませんでした。 

 この写真も北朝鮮自身が発表した写真ですけれども、アメリカのバスケットで有名な選

手を招待して、こうやってバスケットの試合を観戦しているような、非常に開放的で、親

しみのある指導者のスタイルです。あるいは、左の隣に居るのは奥さんで、李雪主（リ・

ソルジュ）という人ですが、これもおじいさんとかお父さんの時代にはなかったようなこ

とです。 

 こうして開放というのは演出するのですが、結局やっていることは同じであるというこ

とです。考えてみると、過去の独裁者というのは、ポル・ポトにしてもそうですが、海外

に留学したからといって独裁者にならないとは限らないです。むしろ海外で外の空気を知

っている人間が、より強硬な独裁者になるというケースも多いように思います。金正恩氏

もそうなるかもしれません。 

 正式な年齢もよく分かっていないのですが、３０歳ぐらいと言われています。彼が長生

きすると、そして北朝鮮という体制がまがりなりにもずるずると生きながらえるとなると、

非常にやっかいな国が日本の近くにあるということなんだろうと思います。 

 今のところ、その傾向が変わるような兆候というのはないです。中国の態度がすべてを

決めるのだろうと思いますけれども、中国も北朝鮮に対して不満を表明したとしても、や

はり地政学的に見れば、アメリカ、韓国に対する緩衝地帯として重要ですから、北朝鮮の

挑発にはらはらさせられることはあっても、結局は「生かさず殺さず」という方針を保つ

のではないかと思います。 

 ２００９年のケースを見ると、皆さんも報道で知っていると思いますけども、今回のミ

サイル発射、そして核実験に対して国連の安保理決議、強い制裁決議が出て、中国もそれ

に賛成したと言っていますけれども、２００９年には、今回出た決議の前に国連決議１８

７４号というのがありましたけれども、中国もそれについては賛成したのです。ところが、

半年もしないうちに北朝鮮との間に新たな技術・経済協定を結んでしまったので、もしか

すると今回はあと数ヶ月経たないと、本当に中国がどれだけ北朝鮮に対して強い態度で臨

もうとしているのかは判断できないと思います。２００９年の例に鑑みれば、中国がまた

北朝鮮に対して支援を始めるのは時間の問題ということになるのだろうと思います。私の
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予測がはずれることを願っておりますけれども。 

 続きまして今度は韓国の方に話を移したいと思います。これはごく簡単に触れたいと思

います。 

 朴槿恵政権というのは、先ほど言いましたが、前任者の李明博（イ・ミョンバク）政権

の時代に北朝鮮に対して非常に強硬な姿勢を示したために、南北関係は非常に悪化したと

いう認識が韓国の中であるのです。 

 朴槿恵氏は、同じく保守派のセヌリ党の党首だったのですが、大統領になるからには前

政権と差別化をはからないといけないので、北朝鮮に対しては李明博氏よりは若干軟らか

い態度で臨むということで、南北の信頼醸成プロセスということを前面に押し出しました。

これが選挙キャンペーンの間に一大看板として掲げられたのですが、実は当選直前、１２

月１２日に北朝鮮がミサイルを発射しましたが、それでもなお信頼醸成プロセスという看

板は下ろさなかったのです。昨年の２５日に当選して、韓国の場合は、大統領が当選する

と正式に就任する２月までに大統領職継承委員会を発足して、そこで次の政権の政権構想

を打ち出すのですが、そこでも南北信頼醸成というのは下ろしませんでした。 

 その政権公約を見てみると、非常に北に対して軟らかいいろいろなプロジェクトがあり

ます。ここで少し紹介しますと、北朝鮮との間の信頼醸成、もちろん北朝鮮の挑発に対し

ては強い態度で臨むのだと、これは李明博政権と変わらない。もちろん保守政権ですので

そういう姿勢を取りますけれども、北朝鮮との協力という点については、非常に具体的な

経済支援のプロジェクトを用意しています。 

 李明博政権で対日関係が悪化して、韓国国民の対日感情も非常に悪くなったということ

で、日本という言葉は一言も選挙キャンペーンの中でも触れられませんでした。北東アジ

アに残る歴史認識の問題、これについては、韓国は自らの立場を強く堅持していくのだと

いうことなのです。 

 それと、李明博政権では米韓日という三角の協力の重要性を選挙キャンペーン中から強

調していたのですが、朴槿恵氏はそうではなく、むしろ米韓中の対話を重視しています。 

 彼女の経歴を見てみますと、これも報道で皆さんご存じだと思いますが、朴正煕(パク・

チョンヒ)大統領の娘でありまして、お母さんもお父さんも暗殺されてしまうということ

で、事実上のファーストレディーでした。しかも自分の弟、妹の支えにならなければなら

ないということで、非常に特異な環境で育った方です。本人はフランスに留学していて、

その留学中に母親が暗殺されます。 

 保守党の政党の中で自分の勢力基盤を作り上げた人で、この辺が前任者の李明博氏と違

います。李明博氏はむしろ、現代建設というビジネス出身の大統領だったので、自分の政

権の基盤が党にはない、それがちょっと違うのです。ですから李明博氏は、自分のブレー

ンの中心が学界にあったのです。高麗大学とか、自分の出身大学の研究者や学者が自分の

ブレーンを固めていたのですが、それに対して朴槿恵氏は党とか国会議員、これも実務に

強い人たちを自分のブレーンに置いています。ただ、北朝鮮については、北朝鮮の専門家

を今度統一部長官に就任させましたけれども、そういう違いがあります。 

 朴槿恵氏は議員の時代に、秘密の訪朝をして、金正日氏と実際に会見しています。どう

いう話をしたかは全貌が明らかになっていませんが、北との関係はうまく管理していきた

- 9 -



いと考えています。 

 そして、韓国の中では親日というレッテルを貼られるのは、まさに社会的な生命を失う

ことになるので、この辺も朴槿恵氏は非常に慎重です。お父さんの朴正煕氏は日本陸軍士

官学校でかつて教育を受けたということもあって、非常に日本色が強い。ですから、国会

議員になってからずっと日本色をなるべく希薄化しようと、そういう努力をしてきました。

日本語ではなくてむしろ中国語を独学して、中国との関係を重視しています。 

 韓国の大統領に就任すると、新政権が正式に発足するまでに、アメリカ、中国、日本、

ロシアに対しては自分の特使を派遣して、今後の政権構想を紹介する、今後の周辺諸国と

の信頼醸成を図るための布石を打つ、そういうことをするのですが、今回朴槿恵氏が最初

の特使派遣先として選んだ国は、中国でした。そういう形で、むしろ中国との関係を重視

しています。そこで先ほど申し上げたように、やはりアメリカ、中国、韓国の協力・対話

を重視していくという姿勢が濃厚です。 

 ですから、今後日韓関係はどうなるのかということを捉えると、日本を軽視するわけで

はないですが、現在の韓国の政治情勢を見ると、日韓関係というのはやはり非常に期待値

が低いところから出発せざるを得ないというところだろうと思います。 

 ただし、対北朝鮮関係となると、北朝鮮が３回目の実験を強行した現在、すぐに今まで

の選挙キャンペーンの時から言っていた南北の信頼醸成プロセスを掲げてしまうと、そし

て北朝鮮にすぐ支援なんていうことをすると、核保有国としての北朝鮮を認めることにな

ってしまうので、これはやはり韓国はできない。ということで、ジレンマに陥っていると

いうことだろうと思います。ですから、これが韓国が抱えている最大の課題と言うことが

できるでしょう。 

 そして今申し上げたように、中国に対して李明博氏の時代から韓国と中国の戦略的パー

トナーシップを構築すると言っているのですが、これが課題です。 

 そして、対日関係。これは日本にとっても課題ですが、韓国にとっても課題ということ

です。先ほど申し上げたように、期待値が相当低いところから出発ということで、最初は

あまり日韓関係とか対日関係ということを言わずに、粛々とまずは首脳レベルの信頼醸成

から始めるのが望ましいのではないかと思います。 

 時間が来ましたので、私の話を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

 

【司会】 

 先生、どうもありがとうございました。皆様、もう一度盛大な拍手をお願いいたします。

ここで５分間の休憩を取らせていただきます。次の講演は７時２７分からでございます。

それまでお席を離れられる方は貴重品をお持ちになりまして、定刻までにお戻りください

ますようお願い申し上げます。 

 

【司会】 

 時間になりました。引き続きまして、防衛省防衛研究所地域研究部米欧ロシア研究室の

兵頭慎治室長に講演していただきます。兵頭米欧ロシア研究室長は、１９９４年に上智大

学大学院国際関係論専攻博士前期課程を終えられ、以後、防衛庁防衛研究所第２研究部助
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手、外務省在ロシア日本大使館政務担当専門調査員、内閣官房副長官補付内閣参事官補佐、

成城大学法学部非常勤講師、英国王立統合国防安全保障問題研究所客員研究員、母校の上

智大学外国語学部兼任講師としてお勤めになりました。現在は、申し上げました米欧ロシ

ア研究室長という要職のほか、ロシア・東欧学会理事兼事務局長、北海道大学スラブ研究

センター共同研究員、環日本海経済研究所共同研究員、青山学院大学大学院国際政治経済

学研究科兼任講師として活躍されておられます。本日は、プーチン大統領の再登板以来、

中国の対応を意識するロシアの動向、北方領土問題などについて、「安全保障から見た日

露関係の現状と展望」と題しましてお話いただきます。それでは、兵頭先生、よろしくお

願いいたします。 

 

【防衛省防衛研究所地域研究部米欧ロシア研究室長 兵頭 慎治 氏】 

 皆さん、こんばんは。ただいまご紹介いただきました防衛研究所の兵頭でございます。

前半が朝鮮半島でございましたが、後半はロシアということで、私はロシアが専門でござ

います。 

 実は、富山におじゃまするのはこれで３回目なんですけれども、１回目は富山大学で行

われました学会に参加させていただきました。これは７、８年ぐらい前だったと思います

が。そして２度目の富山は、訪問したというよりもどちらかというと通過したと言った方

がいいのかもしれませんが、ウラジオストックに行く時に、この富山空港から飛行機に乗

ってウラジオストックまでまいりました。今は残念ながら飛行機が運航されていないよう

ですけれども、以前、極東ロシアへ向かう場合には、新潟ルートというのがございました

が、この富山を通って極東ロシアに行くということもございました。そして今でも、伏木

港からはフェリーという形で、韓国を経由してウラジオストックまで行くという航路もあ

りますので、極東ロシア、ロシア問題を考える上でも、実はこの富山というのは、非常に

ロシアとの縁の深い所だろうと思っております。 

 それ以外にも、皆さん当然ご承知のとおり、この富山県というのは、極東ロシアの沿海

地方、これはウラジオストックという都市がございますが、こちらとの間で友好連携都市

というのでしょうか、提携関係にあると伺っておりますので、非常にロシアとの関係が深

い。また、地方自治体レベルでの交流も盛んな所だと承知しております。ですから、これ

からロシアの話をさせていただきますけれども、ある意味ロシアが隣国であるということ

を意識するには、この富山という場所は非常に適した所だろうと思っております。 

 今日どういうことをお話しようかということなんですが、司会者の方からもご説明があ

りましたように、来月下旬に安倍首相がロシアを訪問されます。これは、日本の首相とし

ては１０年ぶりの公式訪問になるのです。１０年間、公式訪問はしていなかったのかとい

うことになるのですが、今まで日露関係、過去１０年間を振り返るといろんな紆余曲折が

ございまして、ご記憶にも新しいかと思いますが、２０１０年１１月には、当時のメドベ

ージェフ大統領が、ソ連時代を通じて国家元首として初めて北方領土を訪問するという前

代未聞の出来事があり、この時というのは、本当に日露関係が政治面で最悪の状態に陥っ

た、冷戦終焉後、ソ連が崩壊して一番悪かったというふうに言われていました。それから

３年近く経ったわけで、安倍さんが来月１０年ぶりに首相としてロシアを訪問されて、プ
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ーチン大統領と会談されます。その中で、果たして長年の懸案である北方領土問題がどう

展開していくのだろうということが、今、関心を集めているわけでございます。 

 今日はこうした節目でもありますので、今の日露関係の現状、それから北方領土問題も

含めた今後の日露関係がどうなっていくのかということについて、一研究者の個人的な立

場からお話をさせていただきたいと思います。 

 私は、防衛研究所という防衛省のシンクタンクに所属させていただいていますので、今

日お話する日露関係というのは、どちらかというと防衛研究所の人間でないとお話できな

いような安全保障面。どちらかというと日露関係は、政治とか経済、資源の分野でお話を

聞かれることが多いと思いますが、今日は、安全保障に引き付けて日露関係を見たらどう

見えるのかということに焦点を絞って、短い時間ではございますが、お話をさせていただ

きたいと思っております。 

 まず前提条件なのですが、昨年５月に、ロシアではまたプーチン大統領が再登板しまし

た。プーチン大統領は、２０００年から２００８年まで８年間大統領をやって、一回休み

で、プーチン氏にとっては部下のような存在のメドベージェフ氏に一度大統領の座を譲っ

た後、今度また大統領として自らカムバックをしたということになります。 

 今、プーチン大統領がまた再登場したわけですが、２０００年から２００８年までを第

１次プーチン政権と呼んだ場合、今の第２次プーチン政権は何か違いがあるかというと、

いくつかあるんです。 

 その１つとして、今、プーチン氏はアジア重視、アジアシフトを強めています。アメリ

カもアジアへのリバランス、アジア重視みたいなことを言われていますが、ロシアも全く

同じで、実は今、プーチン氏は東アジアの方向を向き始めていて、その中で日本との関係

を強化しようという動きが見られています。 

 なぜ今プーチン氏は東アジア重視、東アジアに関心を強めているかというと、理由は２

つあります。１つは、ロシアは資源大国と言われていまして、天然ガスや石油などたくさ

んの資源を持っているわけですが、ロシアが経済成長を維持していくためには、引き続き

たくさんの資源を外国に輸出しなければいけないわけです。しかしながら、今までお得意

先であったヨーロッパは、ヨーロッパの経済状態の悪化によって、市場としてはロシアに

とってあまり魅力のない、あるいは、これ以上ヨーロッパにロシアの資源を輸出するのが

難しい状況になっているというところがあります。ですから、資源の観点からしても、ロ

シアからすれば好むと好まざるとにかかわらず、アジアに向けてより資源を輸出していく

必要に迫られているというところがございます。その中で、ロシアが資源輸出をしている

国、これは中国、日本ということになりますけれども、日本は不幸なことに東日本大震災

がございましたので、さらに火力発電を強めるということから、化石燃料をさらに外国か

ら調達する必要がある。この状況もあいまって、今ロシアは日本を対象にして資源輸出の

強化を考えているというところが、１つ目のプーチン氏が東アジアを重視している理由と

いうことが言えます。 

 ここまではたぶんいろんな所で皆さん聞かれているとは思うのですが、なぜプーチン氏

がアジアを重視しているのかという２つ目の理由が、実は、今日このタイトルが「富山で

安全保障を考える」ですから、安全保障というのがあるわけです。つまり、安全保障の観
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点から、今プーチン氏は東アジアの方向を向きつつあるのではないかということが言われ

ています。そうすると、安全保障でプーチン氏が東アジアを重視している、これはどうい

うことだろうということなんですが、私の防衛研究所での様々な研究、あるいは分析の一

端をご紹介しますと、どうもプーチン氏は、第２次プーチン政権で大統領として再登板し

てから、彼の外交安全保障政策、実際の対外行動などを注意深く観察していると、かなり

の部分中国を意識した、中国を念頭に置いた要素というのが以前よりもたくさん見られる

ようになっています。 

 すると、では今の中国とロシアの関係はどういう状況なのかということになろうかと思

いますが、中露関係というのは、中国とロシア双方ともに、政治的には非常に関係が緊密

であり、中露戦略的パートナーということで、中露協調であるという説明がされるわけで

す。ロシアも中国も、中露関係はお互い歴史上最高水準にあるという説明をしているので

すが、しかしながら、実態のところをよく観察しますと、中露関係の内実というのは、ぎ

くしゃくした部分がかなりありますし、よく皆さんも聞かれると思いますが、ロシア極東

地域と中露国境を挟んだ中国の東北三省の間では、人口格差というのがありまして、１億

人以上人口規模が異なる。つまりロシア極東はだんだん過疎化して人口が少なくなってい

るわけですが、かたや国境を挟んだ中国は巨大な人口を擁しているということで、ロシア

の極東地域がだんだん中国の影響下に入っていくのではないかという懸念をプーチン氏自

身が強めているというふうに見られます。このまま行くと安全保障の問題につながりかね

ないという危機意識がどうもプーチン氏にあるようで、今年３月２５日、間もなくでござ

いますが、中国の新しい指導者である習近平氏が初めての外遊先としてモスクワを訪れ、

プーチン大統領と会談して、またお互いの政治的な関係を強化するという動きもあります

が、他方で、特にロシアの安全保障、軍事の問題に注目していきますと、中国ファクター

と呼ばれるもの、中国要因が、ますます増大していることが確認できるのではないかと思

っております。 

 実際に、防衛研究所と防衛研究所のカウンターパートであるロシア軍の参謀本部大学と

の間で、防衛交流の一環で研究者同士の交流、意見交換をやっているのですが、それで先

月モスクワに行ってまいりました。ロシアの軍高官と東アジアの安全保障問題についてい

ろいろ意見交換したのですが、やはり中国の話が出てくるわけです。そして、今まで以上

に中国の問題というか、要素がロシアにとってだんだん強まっているということを、私自

身、モスクワに行って確認してまいりました。 

 そうすると、実際に、具体的にどんなことをロシアは心配しているのだろう、特に中国

に対してということになりますが、実は、昨年の夏にある出来事が起きているのです。そ

れは何かというと、中国の砕氷船「雪龍（スノードラゴン）」が、昨年北極まで探査を行

ったという出来事がございました。つまり、北極までこの中国の砕氷船が行って、北極の

探査を行った。北極の探査自体は５回目で、初めてのことではないのですが、実はロシア

からすると、今回中国の砕氷船「雪龍」が通った航路、これがちょっとロシアにとって刺

激的だったというところがございます。 

 具体的にどういうルートを通ったかというと、中国の砕氷船「雪龍」は、昨年の７月に

青島を出港しまして、日本海を北上します。そしてその後、宗谷海峡を通ってオホーツク
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海に入ります。そして、オホーツク海から千島列島の北の所のパラムシル島というのがあ

りますが、その南端を通って太平洋に抜けて、ベーリング海を通って、北極。最終目的地

はアイスランドのレイキャビクという所だったのですが、なぜアイスランドかというと、

今、中国とアイスランドはお互い二国間協定を結んで、一緒に北極開発、探査の協力を行

っているのです。 

 ロシアからすると、何が問題だったかというと、オホーツク海に入ったということなん

です。ロシアにとってオホーツク海とはどういう所かというと、冷戦時代に良く聞かれた

かと思うのですが、ロシア軍の人たちは今でも言いますけども、「オホーツク海というの

は自分たちの内海みたいなもので、聖域なんだ。だから外国の船は入ってほしくない」と

いう強い思いがあるわけです。冷戦時代は、ロシアの原子力潜水艦を沈めておいて、何か

あったらそこから核ミサイルをアメリカに向ける、そういう意味合いだったわけですが、

今でもロシア軍の人間と話をすると、同じことは言うわけです。 

 しかしながら、中国の砕氷船、これは軍の船ではありませんが、この「雪龍」というの

は、今までオホーツク海を通って何度も北極海へ向かっており、このことにロシアは神経

を尖らせているようです。 

 そしてその後、中国の砕氷船「雪龍」はもう１つ、ロシアが気になるような行動を取っ

ているのですが、それが何かと申しますと、往きはオホーツク海を出て、ベーリング海を

通って、そして北極、アイスランドに向かっているわけですが、その北極は、以前であれ

ば氷がたくさんあって、船はそう簡単に通れないですが、地球温暖化でますます氷の溶け

方が速まって、昨年の夏は、観測史上最少の面積にまで北極の氷が縮まったのです。北極

海航路とは、ロシア沿岸ルートを指し、ロシアの沿岸を通らざるを得ないのです。なぜな

ら、北極点の上の方というのはまだ氷がたくさんありますから、そこを通ろうと思っても

通れませんから、ロシアの沿岸付近を通って行くわけです。なので、今後地球温暖化で北

極の氷がだんだん溶けると、新しい北極海航路というのが誕生して、ヨーロッパとアジア

を結ぶ新しい物流ルートになると言われています。 

 中国の砕氷船も、往きはロシア沿岸を通って行っているわけです。そして、ロシア沿岸

を通る時は、ロシアの排他的経済水域内を通らなければいけないので、外国船が通航する

場合、ロシアに事前通報するとともに、ロシアの砕氷船によるエスコートが義務付けられ

ていますから、その砕氷船代、お金も払わなければいけません。つまり、事実上、ロシア

が同ルートをコントロールしているわけです。しかし、今回「雪龍」は、帰路に北極点付

近を航行する「北極中央ルート」という新ルートの開拓に成功しました。これは、ロシア

の船を除いて初めてと言われています。 

 「雪龍」は砕氷船ですから、氷があってもそれを割って行けばいいということになるん

でしょうけれども、ロシアからすると、今まではロシアの沿岸ルート、これはロシアがコ

ントロールできるルートだったので、そこを中国の船が通るということに関しては、やむ

を得ないと思っていたと思うのですが、北極中央ルートは公海上に存在するため、ロシア

のコントロールは及びません。つまり、中国は自由に北極海を通航できるようになったの

です。 

 ですから、ロシアの軍関係者とか安全保障専門家と話をしますと、非常に中国の、北極
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進出が目に見える形でスピードアップしているということを非常に気にしているようで

す。中国の海洋進出と言いますと、我々は南の方ばかり気になっているわけですが、当然、

ロシアから見ると、南の方のアナロジーとして、いずれ北極、北の方も中国が海洋進出と

いう形で向かってくるのではないかと。ロシアの人たちというのは、歴史的にも２００%

の安全保障を追求する、非常に最悪の事態を考えるような人たちなので、そういう妄想が

働くのかもしれませんが、えらく気にされているわけです。 

 その為かどうか分かりませんけれども、実は２年前から、オホーツク海で大規模なロシ

ア軍による軍事演習が開始されています。これは２年前、２０１１年からです。いつ始ま

ったかというと、９月２日に始まったのです。９月２日は、皆さん、何の日かご存知でし

ょうか。はい、今手が上がりましたが。ロシアからすると、これは第二次世界大戦終結の

日という、新しい記念日を法律を作って制定したわけです。いわゆる「対日戦勝記念日」

と言われる日なんです。我々は８月１５日だと思っているのですが、ロシアは９月２日と

言う。ここが、いわゆる第二次世界大戦がいつ終わったのか、北方領土はいつロシア側が

手にすることになったのかという歴史認識のロシアと日本の決定的な違いということにな

ります。 

 ２年前のオホーツク海の大規模な軍事演習というのは、１万人規模。非常に大規模なも

のだったのです。ですから、宗谷海峡をまたロシア軍の船が二十数隻一度に通峡するとか、

ロシアの戦闘機が日本領空に近づいてくるとかということがあったわけです。この演習は、

２０１１年９月２日、ロシアが制定した「対日戦勝記念日」に開始されたことから、「対

日レトリック」が前面に出たものになりました。 

 しかしながら、去年２０１２年にも、オホーツク海で同様の演習が繰り返されたのです

が、今回は７月にサハリン本土から対艦ミサイルの発射訓練等が実施されました。実は、

先ほどの「雪龍」が、宗谷海峡を通ってオホーツク海に入るタイミングと重なったのです。

しかも、直前に発射訓練を延期して、通過のタイミングを計った形跡もあります。 

 このように、ロシア極東地域における最近の軍事演習には、「対日」に加えて、「対中」

という新たな要素も見受けられるようになっています。 

 実は、２０１１年、一番最初にオホーツク海で軍事演習が行われた時、９月２日に始ま

ったと言いましたが、その２カ月後、２０１１年１１月に日本とロシアの外務大臣がホノ

ルルで会談をしたのです。それで、ロシアの外務大臣のラブロフ氏が、何と発言したかと

いうと、２０１１年９月２日に始めた大規模なロシアの軍事演習は、日本を刺激する意図

はなく、誤解を生まないためにも、防衛当局間の緊密な関係を構築したいと、わざわざ日

露外相会談の席上で、ロシア側が、外務大臣がそういう発言をしたわけです。 

 ９月２日に大規模な軍事演習を始めて、その２か月後ということなんですが、実はこの

辺りから、ここ非常に重要なポイントなんですが、ロシアの日本に対する姿勢が変わった

のです。 

 つまり、２０１０年のメドベージェフ氏の国後島訪問で、日露関係は最悪の状況に陥っ

たという話をしました。その後、２０１１年９月２日に大規模な軍事演習が行われたりし

て、日本にあてたかのようなロシア軍の動きがあった。それが、２０１１年１１月の日露

外相会談を契機として、それ以降、すべての日露首脳会談、日露外相会談の席上で、最初
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にロシアが日本に対して呼びかけてくるものがあるのですが、それが何かというと、日本

との安全保障協力をロシアはやりたいということを言ってくるわけです。 

 最近ではさらに具体的で、特に海をめぐる海洋安全保障協力をやりたいということを毎

回しつこく言ってくるわけです。つまり、がらっと変わっているわけです。それは、２０

１２年、昨年のオホーツク軍事演習でも日本にあてたようなニュアンスがなくなったとい

う話をしましたが、安倍首相が来月ロシアを訪問されて、１０年ぶりの首相の公式訪問で

すから、いわゆる両首脳による共同声明というものが発信される予定になっていますけれ

ども、この中でも日本とロシアの資源協力と、もう１つの柱である安全保障協力が盛り込

まれる見通しとなっています。 

 ですから、非常にロシアは、日本と安全保障協力をやりたいということを言ってきてい

る。それがなぜかということは、もうここまでお話すると皆さんお分かりだと思いますが、

かなり中国のことを気にしておられる。特に、中国の将来的な北方への海洋進出を、プー

チン氏自身が懸念していると思われます。 

 今後の日露安全保障協力の展望ですが、ロシアとの間で、防衛交流はずいぶん前から始

まっています。特に、海上自衛隊とロシア海軍との海難救助訓練は定期的に行われていま

すし、先ほどお話したように、防衛研究所とロシアの我々のカウンターパートである参謀

本部大学との軍の研究者レベルの交流も進展しているわけですが、さらにこれが強化され

ると思います。 

 今、さらに新しい動きとして、日本とロシアだけではなくて、ここにアメリカも加えた

形の３カ国による安全保障協力も追求されると予想します。具体的には、これは昨年の日

露外相会談で合意をされているわけですが、日本、アメリカ、ロシア、この３カ国の有識

者による、有識者レベル、専門用語でトラック２レベルと呼び、民間レベルということな

のですが、３カ国の有識者で北東アジアの安全保障問題について意見交換をやってきたの

です。私もメンバーだったのですが。これが、今年からトラック１．５、トラック１とい

うのは国家間、政府レベルということですが、トラック１．５に格上げされます。つまり、

半分民間人も入るのですが、半分防衛省、外務省のいわゆる政府関係者も入って、この３

カ国による意見交換の場といいましょうか、安全保障を議論するメカニズムが今年から始

まることになっています。 

 さらにお話しますと、昨年はロシアの太平洋艦隊が、リムパックと呼ばれるアメリカの

海軍がハワイ沖で行っている、二十数カ国が参加する大きな海軍演習がありますが、これ

にロシアは昨年から正式に参加しています。ですから、日本やアメリカとの安全保障協力

が、今後強まっていくという可能性が高いということがご理解いただけるだろうと思いま

す。 

 そうしますと、気になる北方領土がどうなるのかということになろうかと思います。資

源協力、安全保障協力が進展していくということになれば、この前、森元総理もモスクワ

に行かれて、プーチン氏と会見され、プーチン大統領も１年前ですか、メディアと会見さ

れた時に柔道用語を使って引き分け発言をされました。非常に北方領土問題の解決に前向

きな姿勢をプーチン氏自身示しているわけで、日本の中でも北方領土問題はどうなるのだ

という期待値が高まっているわけです。これを安全保障の側面から、特にロシアの安全保
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障にとって、北方領土というのはどういう存在なのかということを考えてみたいと思いま

す。 

 １つの事実としてお話をしますと、北方領土、特に国後島、択捉島でありますが、ロシ

アは実行支配の強化ということで、大規模なお金をかけて、特に経済・社会インフラの整

備をやっています。 

 しかし、もう１つ忘れてはならないのは、択捉島、国後島の軍の近代化も着実にやって

いるということです。今まで、特に北方領土、国後島、択捉島にロシア軍は３，５００人

程度駐留していると言われていますが、極東ロシアの本土に比べると、どちらかというと

今までは置いてけぼりというか、後回しにされていたところがあるのですが、今、国後島、

択捉島でも新しい駐屯地を整備するとともに、空港の滑走路の拡充。択捉島、国後島の空

港というのは、当然、軍民両用ですから、これを整備するというのは軍事的な目的もある

わけです。さらに、フランスからミストラル級強襲揚陸艦という船を極東地域に配備する

ことになっておりまして、これもロシアは、北方領土があるからということを理由の１つ

として掲げているわけで、国後島、択捉島の軍の近代化ということも着実に行っていると

いうことを確認しておく必要があります。 

 オホーツク海というのは、ロシアの軍事的な聖域、内海として見ているというお話を先

ほどしました。これは、冷戦時代のオホーツク海の軍事的な意味というところ、これも当

然まだ残っているわけですが、それに加えて、先ほどお話したように、オホーツク海が中

国の船の北極への通り道になるかもというのです。こうなりますと、さらにまたオホーツ

ク海の軍事的な意味というのが、今までと変化していく可能性があるわけです。 

 特に、ロシアの軍人と話をしていますと、千島列島というのは、オホーツク海と太平洋

を隔てる重要なフェンスのような役割をしていて、その観点から、軍事的には国後島、択

捉島を日本に返還してしまうと、当然このフェンスに穴があいたような状況になるから、

これはロシアにとっては軍事的に困るという話を聞くわけです。オホーツク海が中国船に

よる北極への通り道となり、今後それが常態化すると、北方領土の軍事的価値も、相対的

に高まる可能性が排除されないのではないかという気がしています。 

 昨年、中国の砕氷船「雪龍」は、往きはオホーツク海経由で北極に行ったという話をし

ましたが、中国政府が当初公表していた砕氷船「雪龍」の予定航路図というのがあるので

すけれども、パワーポイントで持ってくれば良かったと、今、後悔しているのですが、予

定航路図を見ると、帰りもオホーツク海を通る予定だったのです。しかし、ロシアが、往

きは中国の砕氷船が通るタイミングで、実際にそうかどうかは別として、軍事演習をやっ

たこともあって、帰りは予定を変更して、津軽海峡経由で上海に戻ったということがござ

います。 

 ですから、なぜ今ロシアが日本との安全保障協力、特に海をめぐる協力を言い出してき

ているのかとういうことは、このあたりの背景を理解するとお分かりいただけるのではな

いかと思っております。 

 さらにもう１つお話しますと、昨年の１０月に、実は安全保障上、大物と呼ばれる人物

が日本を訪問しています。これは、パトルシェフ安全保障会議書記と呼ばれる、安全保障

の親玉というか、もともと旧ＫＧＢのトップに上りつめたプーチン氏の側近中の側近と呼
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ばれる大物が、昨年の１０月下旬に日本を訪問されて、４日間滞在されました。当時の野

田首相、玄葉外務大臣、森本防衛大臣にもお会いになられまして、繰り返し、日本との安

全保障協力を要請されておられました。 

 その際に、日本外務省とロシアの安全保障会議事務局との間の、安全保障協力に関する

覚書と呼ばれるものを、玄葉外務大臣とパトルシェフ安全保障会議書記がテレビカメラの

前で調印されています。実は、その覚書の内容自体が非公開なんです。 

 なぜ、パトルシェフ氏という大物のプーチン氏の側近が、昨年の夏に日本に来たかとい

うことなんですが、どうも日本と安全保障協力をやりますということを、かなり政治的に

プレイアップしているというか、日本以外の国に見せているような、そういうニュアンス

がございます。 

 ですから、安全保障協力というのは強まる見通しではあるのですが、しかしながら、北

方領土問題の解決は、まだまだ道のりは険しいと思います。つまり、この後、来月、安倍

さんがプーチン氏と会談されて、すぐに何か領土問題というのが短期間で解決の方向に向

かうかということに関しては、非常に懐疑的に見ております。 

 それはなぜかというと、先ほどお話したように、ロシアの安全保障にとって、まだまだ

北方領土というのは価値があるので、それをロシア自身がどうクリアしていくかという問

題があります。これが１つ。 

 それから２つ目は、１回目の第１次プーチン政権と比べて、今のプーチン氏はやはり指

導力が落ちているのです。昔のような強力なリーダーではもはやない。絶対的な指導者で

はない。反プーチン的な動きもロシア国内で散発的に起こっているというところからする

と、プーチン大統領が、領土問題という高度な政治決断を下すだけの政治力を回復できる

かという点です。 

 そうすると、プーチン氏の引き分け発言はなんだったのだという話になるわけですけれ

ども、これはなかなかプーチン氏に聞いてみなければ分からないというところがあります

が、我々、ロシアを研究している者の大方の見方は、ロシア自身、日ソ共同宣言の有効性

を認めていまして、平和条約が締結されたら、小さい方の２つ、歯舞島、色丹島を引き渡

す。これはロシア自身認めているわけで、この所を言っている。つまり、これ以上、国後

島、択捉島のところまで、何かロシア側が譲歩することが引き分けではないのではないか

というふうに、ロシアを研究している者の多くは見ているわけです。 

 しかしながら、プーチン氏からすると、いやもっとあるかもしれないという含みで日本

に交渉をして、資源協力、安全保障協力と言っているところがあるのですが、そういう意

味では、非常に険しい交渉になるかと思っております。 

 ただ、日露関係というのは、領土問題を解決して、平和条約を締結したら、飛躍的に発

展する可能性がある二国間関係でもあるのです。日露平和条約交渉は、今後も粘り強く続

けながらも、特に、安全保障協力というのは、日露関係の今までの切り口としてなかった、

新しい分野なのです。今まではどちらかというと、経済協力、資源協力というところが強

かったと思うのですが、やはり安全保障協力という新しい切り口を強化することによって、

日露関係の懸案事項の解決を模索していく必要があります。 

 以上、時間となりましたので、この辺で終わりにさせていただきます。ご静聴ありがと
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うございました。 

 

【司会】 

 ありがとうございました。もう一度皆さん、盛大な拍手をお願いいたします。それでは、

ここでまた５分間の休憩とさせていただきます。次の講演は８時１３分から行います。そ

れまでにお席にお戻りになられますよう、お願い申し上げます。 

 

【司会】 

 それでは、近畿中部防衛局主催・第２１回防衛セミナー第２部「自衛隊の取り組み」に

入ります。講演していただきますのは、自衛隊富山地方協力本部長・小林俊也１等陸佐で

ございます。小林本部長は、１９８４年に防衛大学校を卒業され、陸上自衛隊に入隊され

ました。以後、第８高射特科群、第１０高射特科大隊、陸上幕僚監部調査部、情報本部電

波部、防衛庁防衛局、第８高射特科大隊長、在イラン日本国大使館１等書記官兼防衛駐在

官、東部方面総監部調査課長、陸上幕僚監部情報保全室長、第７高射特科連隊長兼静内駐

屯地司令の要職を歴任され、２０１１年８月から現職に就いておられます。本日は、小林

地方協力本部長に「我が国の防衛と郷土の守り」と題して講演していただきます。それで

は、小林本部長、よろしくお願いいたします。 

 

【自衛隊富山地方協力本部長・１等陸佐 小林 俊也 氏】 

 自衛隊富山地方協力本部長の小林です。平素、防衛省・自衛隊に対しまして、格別のご

理解とご協力を賜っておりますことに対して、この場をお借りして心から御礼申し上げま

す。 

 今、司会から紹介がありましたとおり、私は北海道から異動してまいりまして、早いも

ので富山県民、富山市民になりまして、１年７ヶ月が経ちました。 

 「富山で安全保障を考える」というテーマですが、私は着任してからずっと考えてきた

わけですけれども、国の安全保障は、先ほど防衛研究所の先生方からお話がありましたと

おり、隣国など外国との関わりというものを国として考える必要があるわけですが、一方

で、国民の皆様の安全をどういうふうに考えるかということも、防衛省・自衛隊としては

片時も忘れることができないわけです。そしてまた、国民、県民の皆様の安全は、平時は、

県知事さんが責任をもって、守っていらっしゃるわけです。現場としては、警察、消防の

皆さんが守っているわけです。自衛隊は国の組織として、ちょっと離れた所からいろいろ

な活動をしていくということになるわけです。 

 したがいまして、今日はどういう切り口でお話をしようかということを考えまして、限

られた時間でどういうことをお話しようかということを考えまして、やはり国全体のお話

をまずさせていただいて、そして次に、富山県に焦点を絞ったお話も是非させていただか

なければならないということで、大きく２つに分けてお話をさせていただこうと考えてい

ますので、よろしくお願い申し上げます。 

 自衛隊の個別のケースへの対応ということを取り上げてお話する時間もありませんし、

それから有事の対応となりますと、では作戦計画について話すのかということになっても、
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これもまたできない話ですので、日頃から自衛隊に対して関心をもっていただいて、いろ

んな知識や理解の深い皆様方にとりましては、物足りない話になるかもしれませんが、ど

うかご了承いただきたいと思います。 

 画面の順でお話をさせていただきます。２つ目の郷土の守りについては、今申し上げま

したとおり、平時は県知事さんが責任をもってやっていらっしゃいますが、自衛隊として

はどうなんだということで、富山県を担当する部隊の概要について紹介をさせていただこ

うと思っています。 

 さて、先ほどロシアの話もありました。北朝鮮の話もありました。中国の話はなかった

わけですが、ロシアとの関わりの中で、ロシアも中国に警戒感を持ち始めているという兵

頭室長からお話がございました。日本列島は大陸から見ると、日本海から太平洋に出て行

く、あるいはオホーツク海に入って行く、その出口を押さえる戦略的要衝になっています。

こういったことを頭に置いて安全保障を考えなければいけないということだと思います。 

 そして、我が国周辺の安全保障環境は、年々厳しさを増していると認識しています。 

 北朝鮮につきましては、阿久津先生からお話がありましたので詳しくは述べませんが、

核兵器が大変な脅威になってきているわけです。それから、時々軍事的な挑発をするとい

うことで、重大な不安定要因になっています。 

 中国も全人代（全国人民代表大会）が開かれたところでありまして、国防費の発表があ

り、為替レートの関係もあると思いますけれども、日本の防衛費の２倍を超える額が発表

されました。大変な勢いで継続的に国防費を伸ばしてきております。そして海軍力を相当

に増強しています。海での活動については、アメリカだけではなくて、ロシアも警戒感を

持っている。大変な勢いで海軍力を近代化しているわけです。我が国に対しては、尖閣諸

島の周辺海域で様々な活動が活発化しています。今のところ、海軍艦艇が直接、尖閣諸島

の領海に入るところまではきていませんが、漁業監視船ですとか、我が国の海上保安庁に

あたるような中国政府の機関の船である政府公船が、頻繁に領海に入ってくるというよう

なことが起きているわけです。 

 ロシアも軍事活動を活発化させております。 

 このスライドは、航空自衛隊のスクランブルの状況を示したものですが、左の地図の方

は、赤い矢印がロシア機、青が中国機のスクランブルの対象となった航空機の代表的な飛

行ルートを示したものです。右側はスクランブルの回数がどういうふうに増えているかを

表したグラフです。平成１７年度から増加傾向に転じました。そして、平成２３年度は２

０年ぶりに４００回を超えました。そして、中国機に対するスクランブルの回数が増えて

いるわけです。スライドには表していませんが、平成２４年度についても中国機の活動が

増えておりまして、特に我が国が昨年９月に尖閣諸島の１つの島を国有化して以降増えて

おり、それに対するスクランブルも増えております。 

 自衛隊の任務です。いっぱい書いてありますが、自衛隊法第３条で、自衛隊の主たる任

務は国の防衛であることが明記されています。もちろんそれ以外の任務もすべて重要であ

り、時間があれば全部読むのですが、中でも特に実績があって、平素、国民の皆様から信

頼と期待を寄せられているのが災害派遣だと思います。それから、東日本大震災の時は、

福島の原子力発電所の放射能災害もありましたので、原子力災害派遣という形でも自衛隊
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が活動したわけです。ここに従たる任務としていっぱい書いていますけれども、私が２０

代の頃は、たぶん行数でいうと、この３分の１ぐらいしかなかったと思います。全部必要

があって、大事で増えているわけです。 

 安全保障と災害派遣、イコールではないのですが、災害派遣も大事なので簡単に触れま

すと、大きな枠組は法的に３つに分かれます。１つは一般的な災害派遣。２つ目は地震の

予知ができるという前提で法的枠組みが作られました地震防災派遣。警戒宣言が出た時に

あらかじめ必要な場所に派遣をしておくというものですが、これは実績がありません。３

つ目は実績がある原子力災害派遣です。 

 災害派遣では、消防署の救急車や消防車と同じようにはいきませんが、陸海空の自衛隊

それぞれ、一部の部隊や艦艇や航空機を指定して、速やかに派遣できる態勢をとっており

ます。 

 災害派遣の時にどういう活動をするかということなのですが、情報収集をしまして、自

治体の要請に基づいて、自衛隊の能力に応じて活動内容を決定することになります。赤字

で書いてあるものが、緊急性を要するものです。人命救助や捜索救難、患者輸送というこ

とです。発災から時間が経つと、活動の重点といいますかニーズがいろいろ変わってくる

わけです。そして、災害派遣の要件というものがあります。緊急性、公共性、そして、非

代替性です。非代替性というのは、自衛隊でなければできないことなのかどうかというこ

とです。この３つを考えて、派遣を実施します。 

 陸海空自衛隊の意義、役割について簡単に触れたいと思います。 

 まず航空自衛隊ですが、主として空において行動しまして、何といっても防空、航空優

勢の獲得ということがあります。そして平素から、全国各地のレーダーサイトで空の警戒

をしていまして、国籍不明機が近づいてきたならば、戦闘機を緊急発進させて、領空侵犯

が起きないようにしています。その他、必要な業務をやっています。災害派遣や国際任務

もあります。 

 海上自衛隊は、主として海において行動します。海においてというのは、海の上の空、

海の中も含みます。海において行動して、海からの侵略に対して我が国を防衛する。それ

から、海上交通の安全を確保する。その他、災害派遣や国際任務、南極観測への支援、海

賊対処などがあります。 

 陸上自衛隊ですが、陸海空自衛隊の中では一番国民の皆様に近いところで、安心・安全

を守る。もちろん平素は、何回も言いましたが、警察、消防の皆さんに県知事さんの責任

の下で守っていただいているわけですが、自衛隊の中では陸上自衛隊が一番近いところで

活動するということになります。大きく３つ意義があると認識をしていまして、まず１つ

は、国の守りであります。国土防衛の骨幹となることです。そして２つ目は、地域との密

接な関わりの中で、国民保護というものを考えながら、防衛基盤の充実、強化の中心とな

る。そして３つ目は、いろんな情勢の変化に応じて、自衛隊に求められることが出てまい

りますが、そういう多様なニーズへの対応、即ちテロ対策や災害への対応、国際任務など

いろいろありますが、そういう多様なニーズへ対応するという意義があると認識していま

す。 

 このスライドは、いかに抑止と侵略対処を実効性あるものにするかということで呈示し
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ました。いろいろな演習をしているわけですが、北海道の大部隊を海路、空路を使って九

州まで機動させるという大規模な実動演習を平成２３年の秋に初めて実施しました。これ

は、東日本大震災が起きる前から計画されていたのですが、離島の侵略対処ということを

想定して、九州の演習場まで行って訓練した実動演習です。また、警察との共同訓練です

とか、地方自治体の国民保護訓練への参加もしています。実動の国民保護訓練は、富山県

でも昨年行われました。こういった取り組みをしています。 

 それから、日本独力で対応できない場合には、同盟国であるアメリカ軍との共同作戦が

必要になるわけですが、日米安全保障体制の実効性を向上させるために、長年に渡ってい

ろいろな取り組みを防衛省・自衛隊はしてきております。現場の部隊の共同訓練まで含め

て、いろいろなことをしてきているわけです。私も参加したことがあります。 

 そして、東日本大震災における対応ですが、宮城県沖地震の確率が高くなっているとい

うことで、東北方面隊では指揮所訓練を自治体と共同してやっていたのです。そうしたと

ころ、本当に起きた。ただ、震災のマグニチュードは、予想していたよりもさらに大きい

ものでした。そして、全国から一時期には１０万人を超える隊員を活動させて、救援にあ

たりました。 

 それから次に、なかなか目には見えないのですが、時々いろいろな政府機関ですとか、

大学や研究所、企業がサイバー攻撃を受けているという報道がありますが、防衛省・自衛

隊としても、内閣官房の情報セキュリティセンターと連携をしながら、いろいろな取り組

みをしてきているところです。 

 残り時間が少なくなってきましたので、簡単にお話をします。 

 富山県には、ご承知のとおり、自衛隊富山地方協力本部と、それから実動部隊としては、

砺波市にある富山駐屯地があります。そして、何か災害があった時に、県庁としっかりタ

イアップをして、第一義的に災害対応をするのは、金沢市に駐屯している金沢駐屯地の第

１４普通科連隊で、連隊長が責任を担っています。将来、万が一、連隊等で対応できない

ような大規模な災害が発生した場合には、その上司である第１０師団長の隷下の第１０師

団の部隊が、さらには、その上司である中部方面総監の隷下の中部方面隊の部隊などが命

令を受けて活動することになります。ここには書いていませんが、万が一それでも足りな

いようなときには、東北でアメリカ軍がトモダチ作戦をやってくれましたが、アメリカ軍

も救援の手を伸ばしてくれるはずだと私は確信しています。 

 海上自衛隊は、舞鶴地方総監が責任を担っておられます。何かあった時は、近くにいる

船も含めまして対応するということになります。航空自衛隊は、小松基地の第６航空団司

令が責任を担っております。 

 幸いなことに、３０年以上、県内では自衛隊の災害派遣は行われておりません。しかし

ながら、隣の県を見ますと、新潟にしても、石川にしても災害派遣は起きています。 

 富山県で災害派遣となった場合は、まず第１４普通科連隊と富山駐屯地の第３８２施設

中隊が活動するわけですが、これらの部隊は東日本大震災において東北でしっかりと活動

して帰ってきております。その活動の一端を、詳しい説明はしませんが、写真でご覧に入

れて、お話を終わらせていただきたいと思います。 

 これは第１４普通科連隊です。これは第３８２施設中隊です。それから、第１０師団長
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隷下に第１０後方支援連隊がありまして、補給、整備、輸送などをする部隊ですが、この

部隊も活動してきました。それから第１０音楽隊も東北で活動してきました。第１０音楽

隊は、年に何回も富山県に来て演奏活動をしている部隊です。海上自衛隊もいろんな活動

をしました。航空自衛隊もいろんな活動をしました。 

 また、陸海空の担当部隊は、平素から、県などとしっかり連携をしており、県などが計

画する訓練にも参加しております。そして、第１４普通科連隊長は富山県の防災会議の正

式なメンバーとなっております。そして、富山地方協力本部長、私ですけれども、国民保

護などに関して、連絡・協力をすることになっております。 

 今後とも防衛省・自衛隊に対しまして、ご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

ご静聴どうもありがとうございました。 

 

【司会】 

 どうもありがとうございました。小林本部長にもう一度拍手をお願いいたします。それ

では、本日講演していただきました講師の先生方に再度登場していただきまして、質疑応

答の時間とさせていただきます。準備ができますまで、しばらくお待ちください。 

 

【司会】 

 それでは、講師の先生方に再登場していただきます。先生方、よろしくどうぞお願いい

たします。１０分ほどしか時間がございませんが、質疑応答の時間とさせていただきます。

質問を希望される方は、挙手でお願いいたします。私が指名させていただきますので、係

の者がマイクをお手元までお届けいたします。その時に、本日講演していただきました先

生方、どなたへの質問なのかをお述べの上、簡潔にご質問お願いします。なお、当初申し

上げましたとおり、本日の質問につきましては、先生方の講演の内容に関するものという

ことでお願いいたします。また、できるだけたくさんの方々からご質問いただきたいと考

えておりますので、お１人１問でお願いいたします。それでは、ご質問のある方は挙手を

お願いいたします。 

 

【質疑応答】 

（質問者１） 

 阿久津先生にお願いいたします。北朝鮮が板門店休戦協定を白紙にしておりますけど、

北朝鮮は非常にすごいミサイルなどを持っておりますが、日本はどういうような防衛をす

るのでしょうか。それを聞かせてほしいと思います。 

 

（阿久津氏） 

 ありがとうございます。日本の防衛については、おそらく小林１佐のほうがお詳しいと

思うのですが、北朝鮮の核ミサイルについては、日本はご案内のとおり、ミサイル防衛と

いうもので対処しようとしております。ただ、北朝鮮の通常兵器については、我が国への

直接の脅威というのは、アメリカ、そして韓国、米韓軍に対するものよりはそれほど高く

ないと思われますが、その場合、もし北朝鮮が米韓に対して攻撃をするということになれ
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ば、日本の場合は日米同盟に基づいて、米軍に対する後方支援、あるいは必要に応じて様

々な情報交換を行うという形で、我が国の防衛をしっかりとやっていくということになろ

うかと思います。ただ、北朝鮮の場合、今日はお話しませんでしたが、特殊部隊というも

のがありまして、これはもしかすると海を通じて、日本に対して直接の脅威を及ぼす可能

性もあります。その場合には、日本の海上安全保障、海上の防衛とアメリカとの情報交換、

あるいは必要に応じて韓国とも緊密な協力を行うという形で、我が国自身の安全保障を確

保するということになろうかと思います。以上でよろしいでしょうか。 

 

（司会） 

 先ほど阿久津先生がおっしゃいましたが、小林本部長の方からもお答えさせていただき

たいと思います。 

 

（小林氏） 

 今、阿久津先生からお答えがあったとおりだと思いますが、ポイントとしては、弾道ミ

サイル対処をどうするかということ、それから特殊部隊のテロ攻撃に対してどうするかと

いうこと、そして、そういった事態になれば当然アメリカ軍はいろんな作戦をすると思い

ますが、それを在日米軍基地を有する日本国家として、あるいは同盟国である日本国の軍

事組織である自衛隊として、どのように米軍の作戦に協力するかという３つのポイントが

あるのだろうと思います。詳しくは、ここで申し上げるのは差し控えさせていただきたい

と思います。 

 

（司会） 

 それでは、次のご質問。 

 

（質問者２） 

 自衛隊のＯＢです。しばらく自衛隊から遠ざかっているうちに、３人の先生のお話のと

おり、いろんな面で新しい面が出てきていることに本当に関心しました。私は兵頭先生に

お尋ねします。オホーツクの戦略的価値が、ロシアにとって新たな価値を持ってきている

ということで、先生の話からいけば、日本とアメリカとロシアとで中国に対処する。この

３つの連携をこれからどんどん図っていくのが一番いいのではないかというようなお話の

ように承りましたが、その中でまず北方領土問題。プーチン大統領の引き分けというのは、

小さな二島だけであると。日本は、それは当然受けることができないわけです。北方四島

そのものが引き分けの条件になるような、何か、新しい発想はないでしょうか。北方四島

を取って引き分けとなるという。今、先生がいろいろいいお話をされましたので、全世界

的に見て何かサジェスチョンがあれば、お願いします。 

 

（兵頭氏） 

 ありがとうございます。まさしくそのご質問の回答を何とか出せないかということで、

今必死で防衛研究所で研究させていただいているわけですけれども。前半の所で、オホー
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ツク海の戦略的価値が高まっているということ、たぶんロシアにとってこの部分を何とか

処理しないと、彼らが大きい方の国後島、択捉島を日本に引き渡すことにはなかなかなら

ないと思うのです。そうすると、この部分に関して、日本やアメリカがどう関わっていく

のか、切り込んでいくのかという、そこがたぶん１つのポイントになる。これは相当難し

い話ではあるのですが。 

 対中国で日米露が戦略的に連携というのは、理屈の上ではそういうニュアンスで、ロシ

ア側もそういう感じなのですが、ただ実態面では、まだまだそれを進めていくということ

に関しては、相当な温度差がございます。もちろん日本とアメリカは同盟国ですが、ロシ

アは違うわけですから、いきなりそのレベルといっても無理ですし、ロシアの中でもまだ、

では中国との関係があるから、アメリカと日本と積極的に安全保障協力をしていこうでは

ないかというのは、プーチン氏をはじめどちらかというと政治的な人たちで、現場の軍の

人たちというのは、まだそこまで意識が及んでいないところがあるのです。ですから、２

月７日に領空侵犯が５年ぶりに起きているわけです。先ほど、領空接近、スクランブルの

話がありましたが、なぜ今ロシアは日本と安全保障協力と言っておきながら、２月７日、

北方領土の日に５年ぶりに領空侵犯したのかという話になるわけです。ここにロシアの中

の矛盾というか、意思統一がロシアの中でも図られていないという部分があって、まずは

ここのところも非常に大きな問題になろうかと思っています。ですから、その引き分けと

いうところを、何とか四島全部を日本に返してもらうというところに持っていきたいので

すが、実はまだその前提条件となるところがなかなか片付いていないところがあって、そ

ういう意味で、残念ながらこの問題に関しては、私はどうしても悲観的にならざるを得な

い。でも、何とかしてこれは、返還に向けて努力したいと思っているので、特に我々日本

人自身も、実は北方領土問題というのは軍事、安全保障の問題だということをまず理解し

ていくというところから始めていく必要があろうかと思っています。ちょっとお答えには

ならなくて申し訳ないですけれども。 

 

（質問者２） 

 ありがとうございました。 

 

（司会） 

 ありがとうございました。たくさんご質問いただきたいのですが、会場の都合上、あと

おひと方だけお願いします。 

 

（質問者３） 

 私は小林１佐に質問なのですが、今のセミナーの内容を見ますと、自衛隊が貢献してい

るということがよく分かるのですが、今日私はこの防衛セミナーにたまたま来たものです

から、告知などは調べずに来たのですが、例えば学校などへの広報はどう考えておられる

でしょうか。内容はなかなか厳しいとは思うのですが、東日本大震災で消防士とか、そう

いう方々が活躍したという話は学校などでよくされるのですが、自衛隊の方も一生懸命や

られたということは同じだと思うので、そういう意味では富山県内の広報をどのように考
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えておられるのか、教えてもらいたいのですが。 

 

（小林氏） 

 ご質問ありがとうございます。いろんな形で、自衛隊の活動についてご理解いただける

ような広報活動をしています。学校ということをお話の中で出していただきましたが、高

校はなかなか勉強の関係で忙しいのかもしれませんが、いくつかの小学校、中学校からは

依頼を受けて、実際に現地に行った隊員を講師として派遣して、お話をさせていただくと

いう活動もしてきております。 

 

（司会） 

 よろしいでしょうか。司会から申し上げるのも申し訳ございませんが、私ども、近畿中

部防衛局では、講師の派遣をお受けしております。ちなみに、一昨年、石川県の輪島市に

ございます日本航空学園輪島校で、私どもの職員が講演依頼を受けまして、日本の防衛に

ついて講演させていただいております。そういったご要請がございましたら、私どもの方、

若しくは地方協力本部の方へ依頼していただきましたら、講師の派遣をいたします。 

 

（小林氏） 

 私どもの広報の不足で、自衛隊が学校などにも参上してお話をしているということをな

かなか皆様に知っていただけていない面もあろうかと思いますが、そういったこともやっ

ておりますので、本日おいでの皆様方におかれましては、近くの学校のＰＴＡの皆さんと

か先生方にも是非宣伝をしていただいて、そういう機会が増えるような形にしていただけ

れば、富山県の皆さんにとっても少しでもプラスになるのではないかと思いますので、ど

うかご協力をお願い申し上げたいと思います。ご質問ありがとうございました。 

 

（司会） 

 大変申し訳ございませんが、会場の都合で、以上をもちまして質疑を終わらせていただ

きます。これで、近畿中部防衛局主催・第２１回防衛セミナーを閉会とさせていただきま

す。本日は誠にありがとうございました。 

 


